
〇 看護師の仕事は 

看護師の仕事は、傷病者や妊産婦の療養上の世話をしたり、診療の補助を行うことです。

対象となる人を身体や精神、社会、文化などさまざまな側面から捉え、情報を総合的にア

セスメントし、必要な看護を提供します。病院内だけでなく、地域で暮らす人々も対象として

おり、疾患の予防、健康の維持増進のための指導や啓蒙活動を行います。 
 

〇 看護師になるためには 

 

 

                                                 

 

 

 

 
 

【学費】 

国立大学は一律で、入学金 28.2 万円、年間授業料 53.58 万円です。公立大学は年間

授業料は国立大学と同額ですが、入学金は若干違いがあります。 
 私立大学では入学金 30 万円から 50 万円。年間授業料は 150 万円から 175 万円となっ

ています。専門学校は公立と私立でかなり差があり、年間授業料は12万円から100万円、

県によっても違いがあります。 

【奨学金制度】 

岩手県看護職員就学資金貸付制度 

独立行政法人日本学生支援機構 奨学金（給付型・貸与型） 

その他各市町村、一般財団でも育英奨学金を給付・貸与しています。 

【学習】 
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https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/iryou/seido/kangoshi/1002943.html
https://www.jasso.go.jp/shogakukin/index.html


  基礎分野として英語や心理学、社会学、教育学など、専門基礎分野として解剖学や薬

剤学、栄養学、病態学、社会福祉など、専門分野として看護技術や看護過程、母性・小児・

成人・老人看護学などを学びます。座学での研修後臨地実習があり、3 年制の看護専門学

校では 97 単位 3000 時間以上の学習が必要です。学習時間の約 1/3 が臨地実習です。 

 

〇 国家試験の難易度・合格率 
受験者数は全国で毎年 65,000 人前後、最近の試験の合格率は、89％から 91％で

す。 
 合格基準は、 

・必修問題（1 問 1 点：50 点満点）が 40 点以上 
・一般問題（1 問 1 点：130 点満点）・状況設定問題（1 問 2 点：120 点満点）が 155 点以    

上 
 

〇 看護師になった後の認定専門資格 

  ・日本看護協会認定看護師（救急・皮膚排泄ケア・感染管理・緩和ケア・糖尿病看護・透

析看護・集中ケア・手術看護・認知症看護など 21 分野） 

   ⇒ 認定看護師研修機関で研修を終了、認定審査に合格することで認定証が交付さ

れます。 

  ・各学会の認定資格（糖尿病療養指導士・呼吸療法認定士・内視鏡技師・臨床輸血看

護師・栄養サポートチーム専門療養士など） 

   → 必要な研修・試験等により交付されます。 

＊ 研修を希望する場合、研修費等の支援を受けることができる場合があります。 

 

 

○ その他 

 

・岩手県看護協会ホームページ  看護師を目指す方へ 

http://www.iwate-kango.or.jp/ippann04.html
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